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「まったく前が見えないよ～」「なかなかピンが抜けないな～」など、消化器を使って

実際に一人ずつ体験したり煙体験では誘導の先生の声で出口までたどり着いたりできま

した。また、避難生活を送るときの空気ベットや仮設トイレなどを見て触ることもでき

ました。阿見町役場の方々や阿見消防署の職員、阿見女性消防団の方々のご協力のおか

げで二小っ子は、有意義な体験ができました。ありがとうございました。 

この体験は、実際に生きることがないことを願いながら・・・もしもの時に備えたい

と思います。ご家庭で、体験を聞きながら「大切な命」について考えてみてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「火事だ～洋服に火がついてしまったらどうする？」そんなときの

対応には！「止まって・たおれて・転がって」を、体験しました。 

 

その他にも、煙を吸わないためにはどうする？これを見たことある？地震が起きたらど

うする？消火器はどこにあって使い方は？など、知識をたくさん学びました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


